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協議会・構成員 愛知環状鉄道生活交通改善事業計画策定等

協議会

（中部運輸局、愛知県、岡崎市、瀬戸市、

春日井市、豊田市、愛知環状鉄道株式会社）

事業名 調査事業の結果概要 生活交通ネットワーク計画等の計画策定に向けた方針

「生活交通ネットワー
ク策定のための基礎
調査」

（事業内容）
○通勤・通学者等アンケート調査
　・沿線に立地する企業や学校、そこに通勤・通学する従業
員や学生を対象に通勤・通学の実態把握とともに、愛知環
状鉄道をはじめとする公共交通機関への利用転換を進める
ために必要な取組を検討することなどを目的としたアンケー
ト調査を実施
　・愛知環状鉄道の利用者や障害者団体を対象に利用実態
や移動実態を把握するとともに、愛知環状鉄道をはじめとす
る公共交通機関の利便性向上のために必要な取組を検討
することなどを目的としたアンケート調査を実施

○障害者団体による実地調査
　・愛知環状鉄道とこれに接続するバス交通の乗り継ぎの円
滑化の視点から、バリアフリーの実態及び改善に向けた課
題を把握するため、障害者団体による実地調査を実施

（結果概要）
アンケート調査票を延べ7,241通配布し、2,680通の回答を回
収した。
肢体不自由者（車イス利用者）及び視覚障害者の方々に愛
知環状鉄道の２駅において調査した。

A

予定配布数７，０００通を超えるア
ンケートを配布し、３７．０％を回
収した。
そのアンケート結果に基づき、公
共交通ネットワーク構築に向けた
課題を抽出し、施策の検討ができ
た。

・通勤需要もターゲットにおいた利便性の高
い公共交通ネットワークの形成を目指し、調
査結果等から需要が見込まれる地域におい
て整備の方向性を検討

【各評価項目の評価基準】
事業実施の適切性
　　Ａ…事業が計画に位置づけられたとおり、適切に実施された（されている）。
　　B…事業が計画に位置づけられたとおりに実施されていない点があった（一部実施されない見込み）。
　　C…事業が計画に位置づけられたとおりに実施されなかった（実施されない見込み）。

調査事業実施の適切性

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（地域公共交通調査事業等）
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